
 

 

 

健康寿命とは、「健康上の問題で日常生活が制限されることな

く生活できる期間」のことです。一方、平均寿命は、「0歳におけ

る平均余命」のことで、寝たきりや病気の期間も含まれるため、

高齢化が急速に進む中、平均寿命と健康寿命の差を縮小すること

が重要です。 
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・主体的に健康づくりに取り組む 

・人と一緒に健康づくりを楽しむ 

・地域社会の一員として役割を担う 

・自分なりの趣味や生きがいをもつ 

 

  



 

 

「健康経営」とは、経営者が従業員の健康管理を経営的な視点で考え、戦略的に実践することを

いいます。「健康経営」に取り組むことは、従業員の活力向上や離職率の低下、生産性の向上等が期

待できることから、経営戦略における人的投資と考えられています。 

経営者が保険者のサポートを受けながら、従業員やその家族の健康づくりに取り組む宣言「健康

宣言」は、従業員の健康意識の向上や、社外へ自社の「健康経営」の取組をアピールすることにつ

ながります。 

また、平成28(2016)年度に経済産業省が創設した「健康経営優良法人」は、優良な健康経営を

実践している企業を認定する制度で、企業は認定を受けることにより、従業員や求職者、関係企業

や金融機関などからの評価が高まり、企業価値の向上につながります。また、中小規模法人が「健

康経営優良法人」の認定申請をするには、「健康宣言」をしていることが必須条件となっています。 

 

企業や団体、行政などが連携し、市全体で健康づ

くりを推進するため、毎年1回「健康はままつ21推

進会議」を開催し、企業が取り組んでいる健康づく

りの発表や講演会を行います。 

 

【 】 

健康はままつ21推進協力団とは、市民の健康づくりを支える取組を、それぞれの立場で実践して

いる企業・団体です。 

「健康はままつ21」の推進にあたっては、地域社会が健康を支えていくという観点から、健康は

ままつ21推進協力団体をはじめ、健康づくりに関する専門家、関係団体、報道機関、企業、ＮＰＯ

法人など多くの方に参画していただいています。 
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令和4（2022）年10月から浜松市公式ヘルスケアアプリ「はままつ健幸クラブ」を運用してい

ます。 

当アプリでは健康に関する取組（ウォーキングや健診

（検診））により、アプリ内でポイントがたまり、そのポ

イントで地域の特産品や健康支援商品券などが当たる抽

選に参加できます。 

その他ランキング機能（登録者全体、性別、グループ別、

企業別）により、ご自身の順位が分かります。 

また、月間の歩数、距離、消費カロリーなどがグラフ表

示され、ご自身の取組が一目で確認できます。  
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浜松ウエルネス推進協議会は、「予防・健幸都市（ウエルネスシティ）」の実現を目指す地域の官民

連携推進組織として、医療関係者、大学、商工会議所をはじめとした関係団体、金融機関、そして地

域企業の皆さまとともに、市民の疾病・介護予防や健康増進、地域企業の健康経営の促進、ヘルスケ

ア産業の創出に取り組んでいます。 

「予防・健幸都市（ウエルネスシティ）」とは、市民が病気を未然に予防し、いつまでも健康で幸せ

に暮らすことができるとともに、産業など地域の発展を市民の健康が支える都市で、この実現を目指

した官民連携の組織が浜松ウエルネスプロジェクトです。 

浜松市は、厚生労働省の研究班がまとめた「大都市別の健康寿命」で、女性は令和元（2019）年ま

での4期連続、男性は平成28（2016）年までの3期連続で第1位です。（調査は3年に1度実施）また、

日本総合研究所による「2022年版政令指定都市幸福度ランキング」でも第1位です。 

こうした強みを活かし、市民の疾病・介護予防や健康づくりに寄与する様々な社会実証事業を浜松

をフィールドに展開し、データやエビデンスを取得・蓄積する官民連携プロジェクトとして、令和2

（2020）年4月に始動しました。 

社会実証の成果は市民や地域に還元されるとともに、企業にとっては効果の高い製品やサービス等

を事業化するなど、官民双方がWin-Winになる取組を目指しています。 

浜松市は、浜松ウエルネスプロジェクトの2つの官民連携組織（浜松ウエルネス推進協議会・浜松ウ

エルネス・ラボ）の取組などを、広く全国に発信することを目的として「浜松ウエルネスフォーラム」

を開催しています。 

また、浜松ウエルネスプロジェクトの推進に寄与し、

他の企業や団体等の模範となる事業・取組を表彰する「浜

松ウエルネスアワード」において、市内の企業や団体が

行う、市民の健康寿命の延伸や市民の健幸の推進に関す

る事業を「市民健幸部門」、健康経営に関する取組を「健

康経営部門」として、2部門の表彰を行っています。 

 

 

 

令和2（2020）年から新型コロナウイルス感染症の流行により、常に感

染症を意識した生活を余儀なくされ、日常生活のあらゆる場面に変化が生じ

ました。人との接触をさけるために、外出機会が減少し、テレワークやオン

ライン授業、リモート会議などが増え、自宅にいる時間が増えました。 

新型コロナウイルス感染拡大により、人との接触が制限されたため、個人

でも健康づくりに取り組めるよう、浜松市はデジタルの活用を推進しました。ICTを活用した事業の周

知・啓発、オンライン健康相談、オンラインセミナーの開催、体操の動画の配信、日々の健康づくり

の取組を見える化したヘルスケアアプリの活用など、今後も生活様式の変化に対応した健康づくりの

推進に取り組みます。また、次なる新興感染症を見据え、市民一人ひとりが、日ごろから健康づくり

に取り組み、免疫力を高めておくことが大切です。  
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浜松市では、がん検診の受診率向上のための取組を強化していま

す。ナッジ理論を活用したがん検診受診券の個別発送や、「浜松市健

康診査のお知らせ」の全戸配布、大学生と共同で子宮頸がん・乳が

ん検診無料クーポン券の作成などを行っています。 

また、若い世代の女性をターゲットに、LINEを活用した女性特有

のがん検診の受診勧奨を実施し、がん予防に関する情報発信や検診

受診を促し、若い世代の受診率向上対策も行っています。 

今後も、企業や団体等と連携し、更なる受診率向上の取組を進

めていきます。  

コラム 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

糖尿病による高血糖の状態を放置すると、全身に様々な合併症が

起こります。合併症の中でも腎臓の機能が低下する『糖尿病性腎症』

は、進行すると末期腎不全となり、人工透析を受けなくてはならな

くなります。糖尿病性腎症は、現在日本の人工透析の原因の第１位、

およそ4割を占めています。 

浜松市では、国民健康保険加入者に対して糖尿病による人工透析

の予防を目的としたサポートを実施しています。 

特定健診の結果、受診が必要と思われる人や、糖尿病の受診を中

断していると思われる人が、かかりつけ医に適時適切に受診できる

よう促すとともに、関係機関と連携し糖尿病性腎症の重症化予防に

取り組んでいます。  
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・日ごろから生活習慣病予防に関する知識をもち、健康づくりを実践する 

・定期的に健診(検診)を受ける 

・健診(検診)の振り返りをして、生活習慣を見直す 

・適正体重を維持する 

 

 

生活習慣病の発症予防と重症化予防のため、平成29（2017）年

度から、浜松市の保健師、栄養士、歯科衛生士等の専門職が職場に

出向き、健康づくりの取組に関する支援や健康講座を実施し、企業

等の主体的な健康づくりを推進しています。 
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